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１．はじめに 

地震災害に強い水道管路の整備において、工事事業者が水道事業体に提出する書類は多岐にわた

るが、高品質な管理のため施工管理項目も増加しており、書類作成の手間は大きい。加えて、配管

技術者の不足や老齢化から工事の担い手が不足し、管路更新が進んでいないのが現状である。管路

更新率を維持・向上させるためには、水道工事における各種業務の生産性向上が求められる。 

そこで、水道工事の設計から工事完成・検査に至るフローにおいて、水道事業体、工事事業者、

設計コンサルタント等が実施する各業務の効率化及び品質向上に寄与する種々のアプリケーション

を開発するとともに、それらから取得できるデータを一元的に管理・提供する「水道管路の設計・

施工支援システム」について研究したので、報告する。 

 

２．システムの概要 

 本システムは、以下に示す各種構成システムでの登録情報をクラウド・データベースを介して連

携させ、重複作業を出来る限り削減して関係者の業務を効率化させるものである。 

【自動配管設計支援システム】 

 計画線や設計条件を入力すれば、簡単かつ短時間で耐震型ダクタイル鉄管の配管設計を自動

で行い、配管図を作成可能なCADシステム。 

【施工計画システム】 

 作成した CADシステムの配管図上に土工条件・現場条件等を入力することにより、実施工程

に近い施工計画や出来形管理・工事写真管理計画を作成可能なシステム。 

【施工情報システムⅡ】 

 計画情報をもとに、継手の接合チェックや出来形管理、工事写真管理等の施工管理を効率的に

実施し、接合要領書に則した正確な管理と確実な記録を実現する携帯端末のアプリケーション。 

【モニタリングシステム】 

 施工現場をネットワークカメラで撮影することで、遠隔地からでも PC や携帯端末で状況をリ

アルタイムに確認でき、水道事業体や工事事業者の現場巡視の補助的役割を果たすシステム。 
  

各システムからデータベースに送信・格納された設計・施工計画・施工実績情報をもとに、工事

事業者が水道事業体に提出する必要がある各種工事書類を、Webシステムを介して自動作成できる。 

水道工事フローについて、従来方法と本システムを活用した場合の比較を図 1に示す。 

工事発注後、受注した工事事業者は試掘結果や道路状況、投入班数等を勘案し、実際の施工を見

据えた配管設計を行う。その際、管材メーカーの知見が搭載された自動配管設計支援システムを利

用することにより、品質を確保しつつ設計業務を大幅に効率化することが可能となる。特に、発注

業務の効率化に向けて研究が進んでいる「小規模簡易 DB 方式」では受注者が配管設計を行うため、

工事事業者の設計業務効率化に加えて、それを確認・承認する発注者の負担低減も期待できる。
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 施工計画システムでは、自動配管設計支援システムで作成した設計情報に、現場条件や管理条件

を追加入力するだけで計画工程表等の施工計画書類が作成可能である。更に、施工情報システムⅡ

を使用した施工管理により入力された施工実績情報が加わることで、データベースを介して多岐に

わたる工事書類の作成が自動化されるため、水道工事関連業務の大幅な効率化が可能となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．システムの効果の一例（工事書類の作成・管理） 

 八戸圏域水道企業団をはじめ全国の水道事業体への調

査結果から、作成に手間のかかる書類や工事中に頻繁に作

成が必要な書類を選定し、記載項目を不足なく表示できる

様式で自動作成することとした。これまでの施工情報シス

テムのみを利用した場合と比較して、自動作成する書類の

大幅な拡張を実現した（表 1）。加えて、各システムの連携

により、例えば出来形管理表の作成では、図 2に示すよう

に工種毎に計画・実績情報から設計値・実測値とその差を

自動で集計可能である。さらに、施工現場での設計変更時

は、施工情報システムⅡへの実績登録データを活用し、材

料や土工等の実績数量の自動算出を可能とした。 

また、作成書類は初版だけでなく修正版もシステムにア

ップロード可能とし、作成履歴画面で一括表示することに

より、データの管理面でも有用なものとした。 

本システムの利用により、一般的な規模

の水道工事において 1 箇月近くの期間を要

する工事書類の作成・管理等の作業を、大

幅に効率化可能であると考えられる。 

 

４．まとめ 

本システムが水道管路の設計・施工業務

の生産性向上と品質向上を両立させ、老朽管路更新を促進する一助になれば幸甚である。 

【参考文献】東脇 正明ら,令和 4年度水道研究発表,pp.416-417（2022）,日本水道協会 

項目

規格値（㎜）

月日 測点 設計値 実測値 差 設計値 実測値 差

20230503 A-0 680 675 -5.00 900 900 0.00

20230509 A-1 700 700 0.00 910 935 25.00

20230509 A-1+1.5 700 700 0.00 910 935 25.00

20230509 A-1+2.5 700 700 0.00 910 935 25.00

計 -5.00 計 75.00

平均 -1.25 平均 18.75
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図１ 本システムを活用した工事フローの概要 

表１ 工事書類の作成対応表 

図２ 作成書類例（出来形管理表） 

※構成システムを全て使用した場合の作成可能書類 


